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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】蝶番や心ずれ調整部材を必要とすることなく、
鍵盤蓋をダンパ機構部の回動中心で回動するように楽器
本体に容易に取り付ける。
【解決手段】左側の軸支部は、突起部が第１の回動中心
を中心とする回動駆動力を受けると負荷を発生させる。
右側の軸支部Ｊ２において、第２の回動中心Ｃ２を軸中
心として回転自在な軸部３９に回動部材３８が固定され
ている。鍵盤蓋の右端部１０ｂに、取付部３０が固定さ
れる。左側取付部の係合穴と突起部とを係合させた状態
で、右側取付部３０に回動部材３８を挿入し、取付部３
０の溝部３３の終端部３３ａと軸部３９とを当接させる
と、取付部３０と回動部材３８とが位置決めされる。そ
の状態で、ネジ３６を、取付部３０の締結穴３４を介し
て、回動部材３８のネジ穴である締結穴３７に螺合する
ことで、回動部材３８と取付部３０とを締結固定する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　楽器本体の左右の側板のうち第１の側板に、鍵盤蓋の左右の端部のうち第１の端部が軸
支されると共に、前記楽器本体の左右の側板のうち第２の側板に、前記鍵盤蓋の左右の端
部のうち第２の端部が軸支される、鍵盤蓋の軸支構造であって、
　被駆動部を有し、前記第１の側板または前記第１の端部のいずれか一方に設けられ、第
１の回動中心を中心として前記被駆動部が受ける回動駆動力に対して負荷を発生させるダ
ンパ機構部と、
　前記第１の側板または前記第１の端部のいずれか他方に設けられ、前記被駆動部と係合
することで、前記鍵盤蓋の開閉動作による回動駆動力を前記ダンパ機構部に与えると共に
前記第１の回動中心を中心として前記第１の側板に対して前記第１の端部を軸支状態にす
る駆動部と、
　前記第２の側板または前記第２の端部のいずれか一方に、第２の回動中心を中心として
回動自在に設けられた回動部材と、
　前記第２の側板または前記第２の端部のいずれか他方に固定された固定部と、
　前記駆動部と前記被駆動部とを係合させた状態で、前記第２の回動中心の軸方向に垂直
な方向における前記回動部材と前記固定部との位置決めを行う位置決め手段と、
　前記位置決め手段により前記回動部材と前記固定部とが位置決めされた状態で、前記回
動部材と前記固定部とを締結する締結手段と、を有することを特徴とする鍵盤楽器の鍵盤
蓋の軸支構造。
【請求項２】
　前記位置決め手段は、前記第２の側板または前記第２の端部の前記いずれか一方に設け
られ前記第２の回動中心を軸中心とする軸部と、前記固定部に形成された溝部とを有し、
前記軸部と前記溝部との係合によって前記位置決めを行うことを特徴とする請求項１記載
の鍵盤楽器の鍵盤蓋の軸支構造。
【請求項３】
　前記溝部は、前記第２の回動中心の軸方向に垂直な方向に延設され且つ、延設方向にお
ける終端部を有し、前記溝部の前記終端部と前記軸部との当接によって、前記延設方向に
おける前記回動部材と前記固定部との位置が規定されることを特徴とする請求項２記載の
鍵盤楽器の鍵盤蓋の軸支構造。
【請求項４】
　前記締結手段は、前記固定部に設けられた締結穴と、前記回動部材に設けられた締結穴
と、これらの締結穴に係合する締結部材とを有し、
　前記回動部材は、前記第２の側板に対して回動自在に設けられ、
　前記固定部は、前記第２の端部に対して固定され、
　前記位置決め手段により前記回動部材と前記固定部とが位置決めされた状態で、前記鍵
盤蓋の開蓋状態においては、前記固定部に設けられた締結穴が側方から見えることを特徴
とする請求項１～３のいずれか１項に記載の鍵盤楽器の鍵盤蓋の軸支構造。
【請求項５】
　前記位置決め手段により前記回動部材と前記固定部とが位置決めされた状態で、前記鍵
盤蓋の閉蓋状態においては、前記固定部に設けられた締結穴が側面視において前記第２の
側板に隠れることを特徴とする請求項４記載の鍵盤楽器の鍵盤蓋の軸支構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鍵盤楽器の鍵盤蓋を楽器本体に対して開閉自在に支持する鍵盤蓋の軸支構造
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、鍵盤蓋の開閉動作を制動するダンパ機能を確保しつつ、鍵盤蓋を楽器本体に対し
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て軸支する鍵盤楽器が知られている。下記特許文献１の楽器では、鍵盤奥蓋に回動自在に
枢着した鍵盤蓋を、楽器本体に設けた粘性抵抗を有する緩衝装置（ダンパ機構部）に軸支
させる。緩衝装置の回動軸と鍵盤蓋との軸心のずれを吸収するために、連結部材及び吸収
部材を緩衝装置と鍵盤蓋との間に介在させている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３８４９３１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１の軸支構造においては、鍵盤蓋は鍵盤奥蓋に対して回動
するものであり、あくまで回動の中心は、鍵盤蓋と鍵盤奥蓋とを枢着する機構、例えば、
蝶番である。そしてこの蝶番の回動中心を中心とする鍵盤蓋の回動を妨げないように、緩
衝装置の回動軸と鍵盤蓋との心ずれが連結部材及び吸収部材からなる心ずれ調整部材によ
って吸収される構成となっている。
【０００５】
　そのため、蝶番等の軸支機構が必須となるだけでなく、心ずれ調整部材も必須となる。
また、鍵盤蓋の回動中心が必ずしも緩衝装置の回動中心と一致しないため、開閉の全行程
でダンパ機能が均等に発揮されないおそれもある。
【０００６】
　仮に、鍵盤蓋を緩衝装置の回動中心で正確に回動するように楽器本体に取り付けること
を考えた場合には、それに応じた構成を検討しなければならず、容易な取り付けを実現す
るのは困難である。
【０００７】
　本発明は上記従来技術の問題を解決するためになされたものであり、その目的は、蝶番
や心ずれ調整部材を必要とすることなく、鍵盤蓋をダンパ機構部の回動中心で回動するよ
うに楽器本体に容易に取り付けることができる鍵盤楽器の鍵盤蓋の軸支構造を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために本発明の請求項１の鍵盤楽器の鍵盤蓋の軸支構造は、楽器本
体（１０１）の左右の側板（１１、１２）のうち第１の側板に、鍵盤蓋（１０）の左右の
端部（１０ａ、１０ｂ）のうち第１の端部が軸支されると共に、前記楽器本体の左右の側
板のうち第２の側板に、前記鍵盤蓋の左右の端部のうち第２の端部が軸支される、鍵盤蓋
の軸支構造であって、被駆動部（２９、１２９）を有し、前記第１の側板または前記第１
の端部のいずれか一方に設けられ、第１の回動中心（Ｃ１）を中心として前記被駆動部が
受ける回動駆動力に対して負荷を発生させるダンパ機構部（Ｊ１）と、前記第１の側板ま
たは前記第１の端部のいずれか他方に設けられ、前記被駆動部と係合することで、前記鍵
盤蓋の開閉動作による回動駆動力を前記ダンパ機構部に与えると共に前記第１の回動中心
を中心として前記第１の側板に対して前記第１の端部を軸支状態にする駆動部（２３、１
２３）と、前記第２の側板または前記第２の端部のいずれか一方に、第２の回動中心（Ｃ
２）を中心として回動自在に設けられた回動部材（３８）と、前記第２の側板または前記
第２の端部のいずれか他方に固定された固定部（３０）と、前記駆動部と前記被駆動部と
を係合させた状態で、前記第２の回動中心の軸方向に垂直な方向における前記回動部材と
前記固定部との位置決めを行う位置決め手段（３３、３９）と、前記位置決め手段により
前記回動部材と前記固定部とが位置決めされた状態で、前記回動部材と前記固定部とを締
結する締結手段（３４、３６、３７）と、を有することを特徴とする。
【０００９】
　好ましくは、前記位置決め手段は、前記第２の側板または前記第２の端部の前記いずれ
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か一方に設けられ前記第２の回動中心を軸中心とする軸部（３９）と、前記固定部に形成
された溝部（３３）とを有し、前記軸部と前記溝部との係合によって前記位置決めを行う
（請求項２）。
【００１０】
　好ましくは、前記溝部（３３）は、前記第２の回動中心の軸方向に垂直な方向に延設さ
れ且つ、延設方向における終端部（３３ａ）を有し、前記溝部の前記終端部と前記軸部と
の当接によって、前記延設方向における前記回動部材と前記固定部との位置が規定される
（請求項３）。
【００１１】
　好ましくは、前記締結手段は、前記固定部に設けられた締結穴（３４）と、前記回動部
材に設けられた締結穴（３７）と、これらの締結穴に係合する締結部材（３６）とを有し
、前記回動部材は、前記第２の側板（１２）に対して回動自在に設けられ、前記固定部は
、前記第２の端部（１０ｂ）に対して固定され、前記位置決め手段により前記回動部材と
前記固定部とが位置決めされた状態で、前記鍵盤蓋の開蓋状態においては、前記固定部に
設けられた締結穴（３４）が側方から見える（請求項４）。
【００１２】
　好ましくは、前記位置決め手段により前記回動部材と前記固定部とが位置決めされた状
態で、前記鍵盤蓋の閉蓋状態においては、前記固定部に設けられた締結穴（３４）が側面
視において前記第２の側板に隠れる（請求項５）。
【００１３】
　なお、上記括弧内の符号は例示である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の請求項１によれば、蝶番や心ずれ調整部材を必要とすることなく、鍵盤蓋をダ
ンパ機構部の回動中心で回動するように楽器本体に容易に取り付けることができる。
【００１５】
　請求項２によれば、位置決めがしやすい。請求項３によれば、第２の回動中心を基準に
位置決めされるので、精度よく位置決めできる。請求項４によれば、締結穴が側方から見
えるので締結作業が行いやすい。請求項５によれば、閉蓋状態において締結部が見えない
ので外観が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施の形態に係る鍵盤蓋の軸支構造が適用される鍵盤楽器の開蓋状態
の斜視図である。
【図２】左側の軸支部及び取付部の組み付け前の関係を示す部分斜視図である。
【図３】右側の軸支部及び取付部の組み付け前の関係を示す部分斜視図である。
【図４】取付部の正面図、右側面図である。
【図５】変形例に係る左側の軸支部及び取付部の組み付け前の関係を示す部分斜視図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の一実施の形態に係る鍵盤蓋の軸支構造が適用される鍵盤楽器の開蓋状
態の斜視図である。この鍵盤楽器１００は、電子鍵盤楽器として構成されるが、アコース
ティック鍵盤楽器であってもよい。
【００１９】
　鍵盤楽器１００は、楽器本体１０１と鍵盤蓋１０とを有する。楽器本体１０１に鍵盤部
ＫＢが設けられる。以降、左右方向については、鍵盤部ＫＢに対応して座る不図示の演奏
者から見た方向で呼称する。



(5) JP 2015-215440 A 2015.12.3

10

20

30

40

50

【００２０】
　楽器本体１０１は左側板１１と右側板１２とを有し、鍵盤部ＫＢは左側板１１と右側板
１２との間に配置される。鍵盤蓋１０は、閉蓋時に鍵盤部ＫＢを覆う板状部１３を有する
。この板状部１３は譜面板の役割も果たす。左側板１１に左側の軸支部Ｊ１が設けられ、
右側板１２に右側の軸支部Ｊ２が設けられる。鍵盤蓋１０は、鍵盤部ＫＢの後方の左右方
向の軸線を回動の中心として楽器本体１０１に対して開閉可能になっている。詳細は後述
するように、鍵盤部ＫＢの上記の回動の中心（軸線）は、左側の軸支部Ｊ１に鍵盤蓋１０
の左端部１０ａが軸支されると共に、右側の軸支部Ｊ２に鍵盤蓋１０の右端部１０ｂが軸
支されることで規定される。
【００２１】
　鍵盤蓋１０の左端部１０ａにおいて、板状部１３には取付部２０が固定され、右端部１
０ｂにおいて、板状部１３には取付部３０が固定されている。取付部２０、３０がそれぞ
れ、軸支部Ｊ１、Ｊ２に軸支される。
【００２２】
　図２は、左側の軸支部Ｊ１及び取付部２０の組み付け前の関係を示す部分斜視図である
。
【００２３】
　軸支部Ｊ１はダンパ機構部であり、例えば、流体の粘性抵抗や滑り抵抗のある摩擦発生
部材を利用した構成の採用が考えられる。軸支部Ｊ１は、第１の回動中心Ｃ１を中心とし
て回動する回動軸である突起部２９を有する。突起部２９は、例えば長い突条型ないし長
方形である。突起部２９は、左側板１１の内側面１１ａに露出し、被駆動部として機能す
る。軸支部Ｊ１は、突起部２９が第１の回動中心Ｃ１を中心とする回動駆動力を受けると
、その力に対して負荷を発生させる。なお、回動を制動するダンパ機能を有すればよく、
ダンパ機能に関しては軸支部Ｊ１の構成は問わない。
【００２４】
　取付部２０は板状部１３にネジ等で固定される。取付部２０は、金具２１と、金具２１
を覆うカバー２２とから構成される。金具２１とカバー２２とは一体でもよい。金具２１
には、係合穴２３が形成されている。
【００２５】
　ここで、突起部２９は、第１の回動中心Ｃ１の軸線方向から見て、円形でなく、平坦な
被駆動面２９ａを有して長方形に近い形状をしている。係合穴２３は、突起部２９に嵌合
的な形状となっている。係合穴２３を突起部２９に嵌合すると、両者の係合を介して、取
付部２０の回動力が突起部２９に伝達される。
【００２６】
　組み付け後の鍵盤蓋１０が開閉動作されると、取付部２０は鍵盤蓋１０の一部として鍵
盤蓋１０と一体となって回動するから、係合穴２３が突起部２９を回転駆動することにな
る。すると、軸支部Ｊ１が負荷を発生させて、鍵盤蓋１０を制動する。従って、係合穴２
３と突起部２９とを係合させることで、鍵盤蓋１０の開閉動作時に軸支部Ｊ１に回動駆動
力が与えられると共に第１の回動中心Ｃ１を中心として左側板１１に対して左端部１０ａ
が軸支状態になる。
【００２７】
　図３は、右側の軸支部Ｊ２及び取付部３０の組み付け前の関係を示す部分斜視図である
。
【００２８】
　軸支部Ｊ２は、軸部３９及び回動部材３８を有する。第２の回動中心Ｃ２を軸中心とし
て回転自在な軸部３９が右側板１２の内側面１２ａから左方に突出し、軸部３９に回動部
材３８が一体に回転するように固定されている。ここで、設計上、第１の回動中心Ｃ１と
第２の回動中心Ｃ２とは同心（同軸上配置）となっており、これらが、組み付け後の鍵盤
蓋１０の回動中心（軸線）となる。
【００２９】
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　回動部材３８は、第２の回動中心Ｃ２の軸方向に垂直な方向（上下方向及び前後方向の
双方に平行な方向）にアーム状に延設され、一方の自由端部に締結穴３７が形成される。
締結穴３７はネジ穴である。なお、軸部３９は回転自在であることは必須でなく、右側板
１２に対して固定されるとした場合は、回動部材３８が軸部３９に対して第２の回動中心
Ｃ２を中心に回動自在であればよい。なお、回動部材３８の形状は問わない。
【００３０】
　図４（ａ）、（ｂ）は、取付部３０の正面図、右側面図である。
【００３１】
　図３、図４に示すように、取付部３０は板状部１３にネジ等で固定される。取付部３０
は、金具３１と、金具３１を覆うカバー３２とから構成される。金具３１には、軸部３９
に対応する溝部３３と、回動部材３８の締結穴３７に対応する締結穴３４が形成されてい
る。
【００３２】
　溝部３３は、金具３１の長手方向に延設される。取付部３０が回動部材３８に取り付け
られた状態で述べると、溝部３３は、第２の回動中心Ｃ２の軸方向に垂直な方向に延設さ
れ且つ、延設方向における凹状の終端部３３ａを有する。
【００３３】
　次に、鍵盤楽器１００への鍵盤蓋１０の取り付けについて説明する。
【００３４】
　板状部１３に取付部２０、３０を固定した鍵盤蓋１０を事前に作製しておく。まず、取
付部２０の係合穴２３（図２）を突起部２９に係合させて嵌合状態にする。次に、係合穴
２３と突起部２９とを係合させた状態で、取付部３０に回動部材３８（図３）が挿入され
るように鍵盤蓋１０の主に右端部１０ｂを動かす。
【００３５】
　取付部３０には、カバー３２の肉部と金具３１との間に、回動部材３８が挿入可能なス
ペースが形成されていて、長手方向における溝部３３と同じ側が開口している。この開口
部から、回動部材３８の締結穴３７がある側の自由端部を挿入すると、溝部３３が軸部３
９と係合し、軸部３９にガイドされ、やがて終端部３３ａが軸部３９に当接する。
【００３６】
　終端部３３ａが軸部３９に当接すると、取付部３０と回動部材３８との位置関係は図４
（ａ）、（ｂ）に示すものとなる。従って、第２の回動中心Ｃ２の軸方向に垂直な方向に
おける回動部材３８と取付部３０との位置決めを行う位置決め手段の機能が、溝部３３及
び軸部３９の係合によって果たされる。
【００３７】
　回動部材３８と取付部３０との位置決めがなされると、締結穴３４と締結穴３７との位
置が一致する。この状態で、ネジ３６を、締結穴３４を介して締結穴３７に螺合すること
で、回動部材３８と取付部３０とを締結固定する。この締結作業は、鍵盤蓋１０を開蓋状
態にして行う。開蓋状態においては、締結穴３４が右側方に露出するので、締結作業が容
易となる。一方、閉蓋状態においては、右側方から見て締結穴３４が右側板１２に隠れて
見えなくなるので、締結部分が視認されず、外観を損なわない。
【００３８】
　なお、溝部３３がもっと長く形成され、終端部３３ａと軸部３９との当接を経ることな
くネジ３６で締結する構成であっても、一定の位置決め作用は果たされる。その場合は、
軸部３９に溝部３３がガイドされて移動できる方向において取付部３０を移動させ、締結
穴３７と締結穴３４との位置を目測で合わせ、ネジ３６で締結作業を行う。
【００３９】
　このようにして、鍵盤蓋１０は、実質的に１つの締結部材（ネジ３６）によって、第１
の回動中心Ｃ１及び第２の回動中心Ｃ２を中心に回動するように楽器本体１０１に取り付
けることが可能である。鍵盤蓋１０を回動させるに当たって蝶番等は必要ない。また、鍵
盤蓋１０を第２の回動中心Ｃ２を中心に回動させるに当たって、心ずれを是正するための
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専用の機構も必要としない。
【００４０】
　鍵盤蓋１０を開閉操作すると、取付部２０の係合穴２３が軸支部Ｊ１の突起部２９を駆
動するので、鍵盤蓋１０の回動駆動力に対し軸支部Ｊ１が負荷を発生させ、鍵盤蓋１０の
開閉動作に適度な制動がかかる。なお、鍵盤蓋１０の取り外し時にはネジ３６を外せばよ
く、着脱が簡単である。
【００４１】
　本実施の形態によれば、係合穴２３と突起部２９とを係合させた状態で、取付部３０に
回動部材３８を挿入していくと、溝部３３と軸部３９と係合によって、前後及び上下に平
行な方向における回動部材３８と取付部３０との相対的な位置決めがなされる。そしてそ
の状態で、ネジ３６で、締結穴３４を介して締結穴３７に螺合することで、回動部材３８
と取付部３０とを締結固定できる。これにより、蝶番や心ずれ調整部材を必要とすること
なく、鍵盤蓋１０をダンパ機構部（軸支部Ｊ１）の回動中心（Ｃ１）で回動するように楽
器本体１０１に容易に取り付けることができる。
【００４２】
　また、溝部３３及び軸部３９の係合によって回動部材３８と取付部３０との位置決めが
なされるので、位置決めが簡単である。特に、終端部３３ａと軸部３９との当接によって
、第２の回動中心Ｃ２の軸方向に垂直な方向における回動部材３８と取付部３０との位置
決めがなされ、且つ、軸部３９の軸中心は第２の回動中心Ｃ２である。これにより、回動
部材３８と取付部３０とは、第２の回動中心Ｃ２を基準に位置決めされるので、精度よく
位置決めできる。
【００４３】
　また、回動部材３８と取付部３０との位置決めがなされた状態で、鍵盤蓋１０を開蓋状
態にすれば、締結穴３４が右側方に露出して見えるので締結作業が行いやすい。その一方
、組み付け後に鍵盤蓋１０を閉蓋状態にすれば締結穴３４が右側板１２に隠れて右側方か
ら見えなくなるので、締結部が見えなくなり、外観が向上する。
【００４４】
　なお、鍵盤蓋１０の開閉動作により取付部２０が軸支部Ｊ１を駆動する部分の機構につ
いて、係合穴２３が駆動部となって突起部２９を駆動する構成を例示した。しかしこれに
限られず、図５に変形例を示すように、軸支部Ｊ１が有する被駆動部は、第１の回動中心
Ｃ１を中心として回動駆動力を受ける構成とし、取付部２０が有する駆動部は、被駆動部
に対応する構造とすればよい。
【００４５】
　図５は、変形例に係る左側の軸支部Ｊ１及び取付部２０の組み付け前の関係を示す部分
斜視図である。軸支部Ｊ１は、被駆動部として２本の突起部１２９を有する。一方、取付
部２０の金具２１には、駆動部として２つの係合穴１２３が形成される。各突起部１２９
に係合穴１２３を嵌合して、係合穴１２３が突起部１２９に回転駆動力を与えるようにす
る。
【００４６】
　なお、２本の突起部１２９の代わりに２つの凹部を面ＤＰに形成し、この凹部に対応す
る突起部を係合穴１２３に代えて溶接等で金具２１に設け、両者を嵌め合わせるようにし
てもよい。
【００４７】
　なお、このほか、駆動部と被駆動部との関係になる構成は各種考えられる。例えば、突
起部１２９及び係合穴１２３の組み合わせは３以上であってもよい。また、図２に示した
突起部２９が、円柱状でなければよく、被駆動面２９ａを有する他の特殊形状であっても
よい。例えば、＋（プラス）型、花型、多角形、欠円や半月等であってもよい。
【００４８】
　なお、取付部２０、３０を鍵盤蓋１０に設ける構成は問わず、例えば、取付部２０の係
合穴２３や取付部３０の溝部３３は、鍵盤蓋１０に一体に形成してもよい。
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【００４９】
　なお、軸支部Ｊ１と取付部２０との配置関係を逆にしてもよい。すなわち、軸支部Ｊ１
に相当するダンパ機構部を鍵盤蓋１０に設けると共に、取付部２０に相当する取付機構を
左側板１１に設ける。その場合、鍵盤蓋１０の開閉動作により、鍵盤蓋１０に設けたダン
パ機構部が左側板１１に設けた取付機構によって相対的に回転駆動されることになる。
【００５０】
　同様に、軸支部Ｊ２と取付部３０との配置関係を逆にしてもよい。すなわち、軸部３９
及び回動部材３８に相当する回動機構を鍵盤蓋１０に設けると共に、取付部３０に相当す
る取付機構を右側板１２に設ける。その場合、鍵盤蓋１０の組み付け画には、鍵盤蓋１０
に設けた回動機構の回動部材が右側板１２に固定状態となる一方、当該回動部材に対して
鍵盤蓋１０が相対的に回動することになる。
【００５１】
　なお、軸支部Ｊ１及びそれに対応する取付部２０が左側に設けられ、軸支部Ｊ２及びそ
れに対応する取付部３０が右側に設けられる例を示したが、これらの配置関係を左右方向
において逆にしてもよい。
【００５２】
　以上、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。
【符号の説明】
【００５３】
　１１　左側板、　１２　右側板、　１０　鍵盤蓋、　１０ａ　左端部、　１０ｂ　右端
部、　２０　取付部、　２３、１２３　係合穴（駆動部）、　２９、１２９　突起部、　
３０　取付部（固定部）、　３３　溝部（位置決め手段）、　３３ａ　終端部、　３４、
３７　締結穴（締結手段）、　３６　ネジ（締結手段、締結部材）、　３８　回動部材、
　３９　軸部（位置決め手段）、　１０１　楽器本体、　Ｊ１、Ｊ２　軸支部、　Ｃ１　
第１の回動中心、　Ｃ２　第２の回動中心
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